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情報基盤センターの将来像
-- 大阪大学サイバーメディアセンターの場合 --

下條真司

http://www.ais.cmc.osaka-u.ac.jp/~shimojo

大阪大学サイバーメディアセンター

平成12年4月に学内外の情報基盤を支える組織として
新たに設置された全国共同利用施設

旧大型計算機センター、旧情報処理教育センター、
図書館（一部）などを再構成

各部局との連携により、先端的研究成果を追求し、
最先端の情報処理技術基盤の教育と普及を行う

中核的拠点を目指す。

大学の情報処理技術基盤の課題

情報処理技術基盤を整備するための拠点形成が必須

・書誌情報の提供（OPAC）
・ 電子ジャーナル、文献情報データベースの提供

図書館

・ 教育用計算機システムの提供
・ 学生用アカウントの管理

情報処理教育センター

・ 演算サーバー機能
・ 文献情報データベースの提供
・ コミュニケーション支援機能
・ 運用管理・課金機能
・ 映像コンテンツ作成機能

大型計算機センター

・ 貴重資料の電子化・配信
・ 電子ジャーナル等の情報提供サービスの充実
・ マルチメディアアーカイブ機能の充実
・ アクセス環境の充実、地域との連携

・ アクセス環境の充実
・ 教材作成・蓄積・配信環境の充実

・ ソフトウェア資源の効果的な管理
・ 市販ソフトの一元化管理・運営

• 情報基盤整備に関する全学的議論の場
• 恒常的、長期的に計画を立案，実行していくための組織
• 大規模高速計算、情報ネットワークを用いた先端研究の支援、情報基盤に関する評価手
法の確立などの研究開発情報基盤に支えられた高度な教育の実践

• 知的資源の電子的管理および提供
– 貴重図書の電子化、マルチメディア教材

情報関連ソフトウェア
利用技術の立遅れ

情報化された社会生活
実現への要求

情報コンテンツ発信
基盤整備の要望

•スーパーコンピュータによる計算サービス
•新しい計算パラダイムに基づく計算機利用
•大規模計算科学におけるシミュレーション

•「読み書き算盤」としてのコンピュータ利用
•インターネットを利用した情報収集と発信
•マルチメディア教材の作成

•貴重なコンテンツの
ディジタル化

•各種データベースの運用
•マルチメディアコンテンツ
の高次処理

サイバーメディア
センター

•マルチメディアを活用した
外国語教育

•マルチメディア教材の開発

国際化・言語教育マルチメディア教室を
基盤とした遠隔講義

•SCS遠隔教育の企画と運用支援
•ネットワーク利用遠隔講義の促進
•マルチメディア遠隔講義システム

情報メディア教育支援

スーパーコンピューティング

マルチメディアを利用した科学教育
•キャンパスネットワークODINSの運用支援
•広帯域ネットワーク、移動計算環境などの
新しいネットワーク技術の導入

•高度なコンピュータ利用の教育
•コンピュータ関連科学と自然科学の方法論との
緊密な融合

情報ネットワーク整備

大阪大学IT拠点
国際貢献
産官学連携推進

大阪大学サイバーメディアセンターの役割

電子図書館

情報メディア教育研究部門

• 高度な情報処理教育環境の構築
• 情報処理教育と情報倫理教育の実施
• 情報処理教育担当者へのファカルティデベロップメント

マルチメディア言語教育研究部門

• マルチメディア言語教育環境の構築
• マルチメディア言語教育教材開発の支援
• ネットワークを用いた国際化教育の実施
• 全学共通教育科目における外国語教育の実施

CALL教室

コンピュータ実験科学研究部門

• 汎用コンピュータ・システムの運用支援
• 科学問題設定・解決のための計算機応用に関するファカルティデベロップメント
• 科学問題設定・解決のための過程習得に関連する科目の教育の実施

• スーパーコンピュータ･システムの運用支援
• 計算結果可視化技術の普及
• 大規模計算システムの高度利用技術の啓蒙
• 計算科学及び関連する科目教育の実施

大規模計算科学研究部門

サイバーコミュニティ研究部門

• SCS遠隔教育の企画と運用支援
• 社会との連携による先端技術にかかわる遠隔研修の企画と運用
• サイバーコミュニティ計画推進に関わる企画と運用

• 8ノードシステム
• 主記憶：1024GB
• 処理能力：1280GFLOPS
• ファイルシステム：20TB NEC SX-5/128M8

Top 19th (Jun 2002)
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• 学内ネットワークODINS（大阪大学総合情報通信システム）の運用支援
• 広帯域ネットワーク・移動計算環境などの新しいネットワーク技術の導入
• ネットワーク利用技術・大規模広域計算機システム利用技術の啓蒙
• ネットワーク関連教育の実施

先端ネットワーク環境研究部門

応用情報システム研究部門

• 規模応用情報システムの利用技術の開発と啓蒙
• 図書館の電子化
• 各種データベースの運用支援
• 情報システム教育／マルチメディアシステム教育の実施
• 情報検索教育の実施

先端的情報処理技術のための教育、研究開発、
および情報発信を行う中核的拠点

海外に行くと

• 計算機やネットワークはすべてＣＳＣがセッ
トアップしてくれる。

• 計算機やネットワークはぼろいが、それを
支援する人がしっかりいる

• サイエンスプロジェクトには情報部門、ある
いはスタッフがいる。

日本では

• 計算機やネットワークはすべて研究者が
セットアップする。

• 計算機やネットワークはすばらしいが、使
いこなすのは大変

• サイエンスプロジェクトの情報技術はすべ
てベンダーに丸投げ

•スーパーコンピュータによる計算サービス
•新しい計算パラダイムに基づく計算機利用
•大規模計算科学におけるシミュレーション

•「読み書き算盤」としてのコンピュータ利用
•インターネットを利用した情報収集と発信
•マルチメディア教材の作成

•貴重なコンテンツの
ディジタル化

•各種データベースの運用
•マルチメディアコンテンツ
の高次処理

サイバーメディア
センター

•マルチメディアを活用した
外国語教育

•マルチメディア教材の開発

国際化・言語教育マルチメディア教室を
基盤とした遠隔講義

•SCS遠隔教育の企画と運用支援
•ネットワーク利用遠隔講義の促進
•マルチメディア遠隔講義システム

情報メディア教育支援

スーパーコンピューティング

マルチメディアを利用した科学教育
•キャンパスネットワークODINSの運用支援
•広帯域ネットワーク、移動計算環境などの
新しいネットワーク技術の導入

•高度なコンピュータ利用の教育
•コンピュータ関連科学と自然科学の方法論との
緊密な融合

情報ネットワーク整備

大阪大学IT拠点
国際貢献
産官学連携推進

大阪大学サイバーメディアセンターの役割

電子図書館

ＳＩＩＴプロジェクト、
アフガニスタン
プロジェクト

ＳＩＩＴプロジェクト、
アフガニスタン
プロジェクト

ディジタル懐徳堂ディジタル懐徳堂

バイオグリッド
プロジェクト

バイオグリッド
プロジェクト

セキュアネット
人材育成

セキュアネット
人材育成

デジタルコンテツとしての懐徳堂研究

• 再現の科学
– 懐徳堂

懐徳堂白鹿洞拓本
バーチャル懐徳堂

全体を復元全体を復元
平面図・文章から建物を3次
元グラフィックスで復元

平面図・文章から建物を3次
元グラフィックスで復元

文部科学省科学研究費補助金平成13年～15年

文学部湯浅先生、凸版印刷らとの共同研究

WEB懐徳堂サイト構築についてのご紹介

『WEB懐徳堂』サイト構築についてのご紹介
Kaitokudo.jpコンテンツ企画制作
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サイトマップ

■：懐徳堂入門

■：懐徳堂年表

■：懐徳堂文庫

■：懐徳堂研究

■：懐徳堂と中国古典の世界

■：WEB懐徳堂とは（コンセプト）

・大阪大学と懐徳堂

・懐徳堂学舎のデジタル再現について

■：新着情報

■：懐徳堂入門

・懐徳堂の果たした役割

・懐徳堂の歴史

・懐徳堂の人々

・懐徳堂物語

■：平成の懐徳堂

・組織

・活動

・取材広報

・研究プロジェクト履歴

■：懐徳堂文庫データベース
・紹介文
・序文（電子化について）

→ データベースへリンク
■：懐徳堂文庫電子図書目録
・紹介文
・序文（電子化について）

→データベースへリンク
■：懐徳堂と中国古典の世界
■：参考資料
■：懐徳堂リンク集

WEB懐徳堂

現・懐徳堂文庫電子図書目録内

「新建懐徳堂」内

■：電子図書目録
■：修正情報
（■：研究者ツール）

Sitemap
平成の懐徳堂（活動・目次）

平成の懐徳堂
活動・目次

平成の懐徳堂（懐徳堂秋季講座）

平成の懐徳堂
懐徳堂秋季講座

平成の懐徳堂（取材・広報）

平成の懐徳堂
取材・広報

懐徳堂文庫データベース
検索情報表示イメージ

セキュア・ネットワーク人材育成プログラム

• 高度なネットワークセキュリティの知識をもつ人材の養成
– 大学キャンパスレベルの大規模システムの運用経験
– ネットワークセキュリティについての広範な知識

• 高度ネットワークに必要なセキュア・ネットワーク構築技術お
よびノウハウの蓄積

セキュリティの知識

運用経験

セキュリティ・
スペシャリスト

文部科学省科学技術振興調整費（新興分野人材養成）平成13年～18年

統一的なセキュリティ基準がない
•部局ごとに要求事項が異なる
セキュリティ専任の技術者不在
•ボランティアベースの運営
•ネットワークの大規模化に対応できない

大学のネットワークの現状

公的な養成機関がない
•国内のセキュリティ技術者の層が薄い

我が国の現状
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SecureNetプログラム

• 情報系専攻大学院生，学部学生
• ODINS部局運用部
• 他大学，社会人

• ネットワーク/セキュリティ研究者
• 部局ネットワーク担当者（ファカルティデベロプメント）
• 関連企業，ベンチャー

トレーニング終了後
修了証の授与

単位認定（可能性を考慮中）

サイバーメディアセンター

大阪大学情報系専攻民間企業

セキュア・ネットワーク
人材育成ユニット

情報系大学院の授業として

社会人教育として

セミナーなどの普及啓発活動を通して

セキュリティエキスパート

組織体制

教官
サイバーメディアセンター
民間企業（NEC）より専門家を１名
（客員講師）
情報系専攻のセキュリティ研究者

サイバーメディア
センター

大阪大学
情報系専攻

民間企業

セキュリティの知識
先端研究に結びついた高度なセキュア・ネットワーク
の知識やネットワークの倫理・法制などの理解と習得

セキュリティの知識
先端研究に結びついた高度なセキュア・ネットワーク
の知識やネットワークの倫理・法制などの理解と習得

教授：３
助教授：２
講師：１
助手：１
客員助教授：２

教授：３
助教授：２

客員講師：１

運用経験
実運用ネットワークを用いたオンザ
ジョブトレーニング(OJT)を中心とする
カリキュラム

運用経験
実運用ネットワークを用いたオンザ
ジョブトレーニング(OJT)を中心とする
カリキュラム

技術動向の情報獲得
・ e-businessなどの現場における
ネットワーク運用やセキュリティ
対策のスキルやノウハウを共有
・ 外部からの模擬攻撃による
セキュリティ監査を委託．常に
最新のセキュリティ体制を維持

技術動向の情報獲得
・ e-businessなどの現場における
ネットワーク運用やセキュリティ
対策のスキルやノウハウを共有
・ 外部からの模擬攻撃による
セキュリティ監査を委託．常に
最新のセキュリティ体制を維持

カリキュラムの特徴

超広帯域（10Gbps）ネットワークの実運用

ネットワーク応用

セキュア・ネットワーク応用

高度セキュア・ネットワーク

一般的な事項の理解と習得

ネットワーク基礎

ネットワーク倫理・法制

セキュア・ネットワーク基礎

セキュリティの知識

ＯＤＩＮＳ４

運用経験 (OJT)

情報系専攻

セキュリティ技術からセキュリティマネジメントまで幅広い領域を対象

多彩な外部講師陣による特別講義

自由に使える実習環境

少人数制、実践重視

セミナー形式、受講者同士のディスカッションを生かした授業形態

オンザジョブトレーニング(OJT)

カリキュラムの実際(第I期)
基礎、応用の2コース
週1回7時間
セキュリティ技術（講義、議論、実習）、セキュリティマネジメント（特別講
義、議論）、法制度（特別講義、議論）

特別講義（各コース３～４回）
セキュリティ技術に関する話題、セキュリティマネジメントに関する話題、
倫理法制関係の話題など

基礎コース（10月から2月）

ODINSの現状と問題点
研究室レベルのセキュリティ考察
実験環境構築にあたってのルール策定
攻撃の詳細と実例解析
著名なサービスのセキュリティホール
LANの盗聴、ARPキャッシュ汚染
本プログラムのセキュリティポリシー策定

セキュリティインシデントの最近の傾向と手法
セキュリティマネジメントの標準化動向と認証
制度の最新状況
倫理法制

特別講義

本プログラムのポリシー、利用者規定、利用
者ガイドラインの策定
ODINSで使用されているスイッチ、ルータの
設定演習
ODINSのセグメント分けポリシー
攻撃ツールの実演、侵入検知の実習

ODINS組織運営
IDS運用の実際
セキュリティポリシー作成の実際（公開）
プロバイダ責任制限法とISPの実務（公開）

特別講義

応用コース（5月から9月）

受講状況
修了者数

修了者からの評価（修了時）

総合評価

基礎コース：満足度は非常に高い

応用コース：満足度は高い

難易度

基礎コース：回答にばらつき

応用コース：ばらつきも小さく適切なレベル

有益度

受講者全員が今後の研
究や業務において有益で
あると回答

１２ (１２)２ (２)２ (２)０ (０)８ (８)応用

１５ (１４)４ (３)３ (３)０ (０)８ (８)基礎
第II期

１５ (１５)４ (４)４ (４)２ (２)５ (５)応用

１３ (１２)６ (６)３ (２)２ (２)２ (２)基礎
第I期

修士課程博士課程他大学教官民間企業
計

学生社会人

（ ）内は修了者数

受講生の追跡調査

10

15

10 2

0 5 10 15

第１期基礎コース

第１期応用コース

第２期基礎コース

（人）

現在の仕事（研究）で役立っている

今後、仕事（研究）に役立てたい

仕事や研究内容に変化があった

仕事や研究内容そのものに変化はないが何らかの変化があった

変化はない

現在運用しているシステム
やネットワークを強化するこ
とができた

研究室や職場でセキュリティ
の専門家として評価され、
ネットワーク管理等の仕事を
任されるようになった

セキュリティのマネジメントや
法律の知識が増えて広い視
野で物事を考えられるように
なった

セキュリティに関して技術的
に具体的な提言ができるよう
になった

研究の幅が広がった

SecureNetプログラムが現在の仕事（研究）でどのように役立っ
ているか

受講後の仕事や研究内容の
変化の具体回答

9

9

9

1

5

3

1

1

0 5 10 15（人）

第１期基礎コース

第１期応用コース

第２期基礎コース

SecureNetプログラム受講前後で仕事や研究内容にどのような
変化があったか
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学内外における発展的教育活動

SecureNetプログラムのカリキュラムの

一部を情報科学研究科の演習で行う

情報系専攻との連携

1. セキュリティホールのサーベイ
ネットワークアナライザ演習

コンピュータウィルス演習

バッファオーバーフロー演習

2. プレゼンテーション･評価

情報ネットワーク学演習II （大学院1年次）

受講者：36名

社会人セミナーへのテーマ拠出

大阪大学社会人講座「セキュアネットワークセミナー」

社会人教育支援 累計127名の受講者
（平成13年度～15年度）

週１回全８回のコース

講師―大学５名、民間３名（平成１５年度）

人材養成の成果について

2. 情報発信について

ホームページの利用

その他
プレスリリース

ネットワークセキュリティの

専門雑誌等を利用

広報、公募活動を行って
いる

成果報告会の開催
（2003年10月31日）

実習環境

Juniper M5 1台
Extreme Networks summit5i 1台
Intel PC 6台
SUN Netra 1台
Toplayer 1台
無線LAN 802.11a
IBM ThinkPad １０台

主な実習用機器

実験ネットワークの構成は
自由に変更してよい

セミナー形式、受講者同士の
ディスカッションによる授業

実施期間終了後における取組の
持続性・発展性の見通しについて

社会人受講者枠に対して社会人受講希望者が約2
倍の応募がある状態が平成14年度より続いている。
社会の中でセキュリティ教育（再教育）に対する旺盛な需
要があることを示すものである。

期間終了後においても、社会人のための教育（再教育）
プログラムとして維持・発展する期待が十分にある。

本学が推し進める中之島センターの教育プログラム
として、あるいは兵庫県が推し進めているセキュリ
ティ教育プログラムへの展開を検討中である。

中之島センター

b i o g r i d 
p r o j e c t
C ons tr uc t ion  o f a Super computer 
N e t w o r k

◆なぜIT,ゲノムで勝てないか (わが国の大
学の場合)

• バイオインフォマティクスはビッグサイエンス
• バイオとITのバランスが重要
• 企業に丸投げでは技術が塩漬けに
• ITおよびバイオをつなぐ掛け橋となる人材の
圧倒的不足

• 大学において、ITインフラ整備、サポート体
制を整える

• 大学中心のプロジェクトが必要

大阪大学の特徴

先端的グリッド技術の研究開発
IPv6
セキュリティ
高速ネットワーク

•たんぱく質の構造解析等先端的ソ
フトウェアの蓄積
•PDBなどのデータベース運用実績
•先端的バイオ技術の研究開発

バイオ情報工学専攻を始め，IT
のエキスパート
セキュリティ
ユーザーインタフェース
…

スーパーコンピュータの運用実績
大規模ネットワークの運用実績

サイバーメディアセンターサイバーメディアセンター

蛋白研・遺伝情報実験
センターなど

情報科学研究科構想
（平成14年度概算要求中)

バ
イ
オ
グ
リ
ッ
ド
セ
ン
タ
ー
構
想
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サイバーメディアセンターのねらい

• サービス －＞ リサーチ・サービス
• ITによって科学を進化させる実践の場
• 研究開発力・研究サポート力
• リサーチスタッフの充実
• 民間との共同研究の推進

大計センター－＞米国並みのスーパーコンセンターへ

b i o g r i d 
p r o j e c t
C ons tr uc t ion  o f a Super computer 
N e t w o r k

◆
•文部科学省 ITプログラム「e-scienceプロジェクト」の一つ
•生命科学（医学・生物学など）分野におけるＩＴ応用研究を推進するため、大阪大学サイバーメディ
アセンターを核として、高度な計算資源とネットワークを利用する基盤環境とソフトウェアをグリッド
上に構築する。

•生命科学とＩＴ分野を結ぶ架け橋となる人材を育成する。
•国立研究期間、民間企業、国際機関との連携を通じて、スピードの速い開発を行う。
•これらの基盤環境とソフトウェアにより関西における関連機関の連携を強化し、in silico創薬の可
能性を開くとともに我が国の国際競争力の強化をねらう。

•コンピューティンググリッドとデータグリッドの融合を生命科学分野に特化して行う

Pharmaceutical Industry

www.biogrid.j
BioGrid networ

b i o g r i d 
p r o j e c t
C ons tr uc t ion  o f a Super computer 
N e t w o r k

スーパーコンピュータネットワークの構築 (BioGrid Project)

IT企業

彩都ライフ
サイエンス
パークセンター

国立遺伝学
研究所

大阪大学大学院
理学研究科

神戸大学理学部

奈良先端科学
技術大学院大学

大阪大学遺伝
情報実験センター

蛋白質研究
奨励会

医薬基盤技術
研究施設

神戸医療
産業都市

San Diego
Supercomputer
Center (USA)

国家高速電脳
中心 (台湾)

製薬企業

Nanyang Technological
University (Singapore)

生物分子
工学研究所

京都大学
化学研究所

高輝度光科学
研究センター

大阪大学超高圧
電子顕微鏡センター

大阪大学サイ
バーメディアセン
ター

大阪大学
蛋白質研究
所

大阪大学大学
院
情報科学研究
科

産業技術総合
研究所

日本原子力
研究所

大阪大学大学院
情報科学研究科

大阪大学大学院
医学系研究科

b i o g r i d 
p r o j e c t
C ons tr uc t ion  o f a Super computer 
N e t w o r k

◆グローバルコンピューティング （The Grid）

• 広域分散計算（High-Performance 
Distributed Computing）

• 仮想的な大規模並列計算機
– Metacomputing[Smarr87]
– “The GRID” [Fosterら98]

• さまざまなツールキットも登場
– Globus、Ninf
– Web computingへの傾倒ーOGSA

• 最近は
– 科学とITのコラボレーション (e-science)
– Peer-to-peer Grid
– Grobal Grid Forumによる標準化
– IBM,HP,SUNなどの企業の参加

Grid book
picture here

b i o g r i d 
p r o j e c t
C ons tr uc t ion  o f a Super computer 
N e t w o r k

◆生命科学がグリッドを必要とする理由

• 生命科学はゲノムの登場によってdata 
driven/intensive scienceに変わりつつあ
る

• 原子、分子、細胞、組織、さまざまなレベル
でのシミュレーションが可能であるが、大
規模な計算パワーを必要とする

• 生命科学は歴史もあり、非常に多岐にわ
たっているため、そもそも科学者の協調が
必要である

• 生命科学にまつわる大量の情報が世界中
に分散するデータベースで維持されており、
それらの連携が必要

b i o g r i d 
p r o j e c t
C ons tr uc t ion  o f a Super computer 
N e t w o r k

◆

Secure Grid Infrastructure（IPv6 based Grid）

Core Grid
BioGrid Infrastructure

Computing 
Grid

HTC
High 

Throughp
ut 

Computin
g

Data Grid

Application Integration Technology (Grid Portal)

Telescience
Data Online 

Analysis

タンパク質の構造予測

BioPfuga
生体シミュレーションのための

グリッドプラットフォーム

バイオデータベースの

連携
観測データの

解析プラットフォーム

セキュアなファイル共有

GSI-SFS

6Grid
Globus6, GridFTP

b i o g r i d 
p r o j e c t
C ons tr uc t ion  o f a Super computer 
N e t w o r k

◆

グリッド基盤グループ リーダー : 伊達 進 （大阪大学）

プロジェクトリーダー 下條真司 （大阪大学）

運営委員会

大阪大学、 NECシステムテクノロジー、三井情報開発、千里国際情報事業財団

データグリッドグループ リーダー : 松田秀雄 （大阪大学）
大阪大学、京都大学、日立ソフトウェアエンジニアリング、蛋白質研究奨励会、日本ヒューレット・パッカード、

富士通九州システムエンジニアリング、三菱スペースソフトウェア、アズテックシステム

コンピューティンググリッドグループ リーダー : 中村春木 （大阪大学）

大阪大学、NEC基礎研究所、日立製作所、生物分子工学研究所

ＨＴＣグループ リーダー : 藤川和利 （奈良先端科学技術大学院大学）

大阪大学、神戸大学、奈良先端科学技術大学院大学、日本原子力研究所

Ｔｅｌｅｓｃｉｅｎｅグループ リーダー : 八木直人 （高輝度光科学研究センター）

大阪大学、高輝度光科学研究センター、産業技術総合研究所

プロジェクト管理 千里国際情報事業財団

外部助言委員会

研究開発体制
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なぜ、グリッドか

• 共通利用番号制の終焉
• 学内外の様々な資源の新しい利用基盤
• たとえば、one stop login

–– shibbolethshibboleth

e-learning

• 阪大ＴＶ
• ＳＩＩＴプロジェクト

– 国際公共政策、タマ
サート大学ＳＩＩＴ（タイ）

• 遠隔講義プロジェクト
– 工学研究科応用生物工
学、マヒドン大学（タイ）

• アフガニスタンプロジェ
クト
– 人間科学研究科、メディ
ア放送教育機構（ＮＩＭ
Ｅ）との共同プロジェクト

新放送開放講座 ＳＩＩＴプロジェクト

• 国際公共政策研究科
• 協力：情報科学研究科
• タマサート大学ＳＩＩＴ (Sirindhorn International 

Institute of Technology)の３，４年生２０名
• 財団法人国際コミュニケーション基金、放送
文化基金および財団法人電気通信普及財団の
資金助成

• OSIPPからKDDIの国際ISDN回線（伝送速度
128Kbps）を通じてタイに送信され、ライブ
かつ双方向で実施。

ＳＩＩＴプロジェクト アフガニスタンプロジェクト
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情報基盤センターの役割

• これまでは、
– コンピュータ、ネットワークのサービスセンター

• これからは
– より高度なＩＴサービス、コンサルティング拠点
–学際領域のＩＴを核とするリエゾンセンター (e-

scienceセンター）
– ＩＴによるコンテンツ作成、情報発信の拠点
– ＩＴによる人材育成拠点

産学連携の要として

課題

• サービスの対価
• 職員の処遇
• 経営
• スタッフの充実

情報基盤センターは大学の独法化を先取り
する組織である


